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【研究の背景・目的】 

 省エネルギー・省資源と二酸化炭素排出削減な
どの環境調和社会構築に対する社会的な要請が強
い．医薬産業を含む化学産業が排出する産業廃棄
物は鉄鋼業，紙・パルプ産業に続いて製造業で第
３位であり，二酸化炭素排出およびエネルギー使
用量は鉄鋼業に次ぐ（平成１６年度）．医薬品と電
子材料製造における廃棄物量は化学産業全体の約
５０％を占め（２００６年実績），エコファクター
（廃棄物量／生産量の比）の観点では１トンの製
品を製造するのに１００トンレベルの廃棄物を出
しているのが現状である．基礎化成品の製造プロ
セス改良は限界に近付きつつあるので，医薬品・
電子材料製造プロセスの改善の必要性が高い． 
 しかし，現在利用されている物質変換では本質
的に大量のエネルギー消費と廃棄物発生を防ぐこ
とができない．一般に反応のエネルギー障壁を乗
り越えるためには加熱するか，反応性の高い反応
剤を化学量論的に用いて反応物のエネルギー状態
をあげることが行われる．前者で解決できる物質
変換は限られる．後者は必然的に反応剤に由来す
る副生成物が大量に生じる．反応制御のために低
温反応を行いさらにエネルギ−消費することもあ
る．従って，環境調和した有用物質生産の観点か
ら化学反応自体の効率化が必要である． 
 

【研究の方法】 

この目的を達成するために，遷移金属触媒反応
の開発を基盤として医薬品と機能性材料で重要な
有機イオウ・リン化合物の高効率で環境調和した
活用を実現する．１）高活性遷移金属触媒反応の
開発，２）平衡反応システム制御，３）新規含イ
オウ・リンヘテロ環化合物の系統的合成法の開発，
４）医薬品と機能性材料の高機能化，５）遷移金
属触媒分解による物質循環に関する研究を行う． 

 

【期待される成果と意義】 
 イオウ・リンは周期表第３周期ヘテロ元素で
あり，これらの元素と炭素との結合をもつ有機
イオウ・リン化合物は，医薬品，農薬，光学材
料，導電性材料，感光材料などの機能性物質に
用いられている．イオウ・リン原子は同族第２
周期の酸素・窒素原子に比べて大きくソフトで
あるので，機能発現において大きな違いを生じ
る．例えば，生体内のタンパク質や核酸は主と
して酸素・窒素からなる．従って，生物活性発
現を調節する目的で用いられる合成医薬品の開
発において，酸素・窒素と似て非なるイオウ・
リンを含む化合物には大きな可能性がある．し
かし，現在の有機イオウ・リン化合物の利用は
必ずしも十分ではない．この理由は，効率的で
環境調和した合成法が十分に提供されていない
こと，それにともなって合成の容易なヘテロ元
素化合物しか取り扱っていないためである．従
って，有機イオウ・リン化合物を合成する簡便
で汎用的かつ環境調和した新方法を開発するこ
とができれば，新しいヘテロ環構造の利用が飛
躍的に進み，医薬品等の開発に貢献できると期
待される． 
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【研究期間と研究経費】 
平成２１年度－２５年度 

１５９，０００千円 
ホームページ等 
http://www.pharm.tohoku.ac.jp/~sekkei/se
kkei-j.html 
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